
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
 
・学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 
 

①基礎基本の習
得や、学習習慣
の定着を目指
し、組織的な授
業改善の取組を
強化する 
 
 
 
①検定合格等の
成功体験を積ま
せることで、自
ら考え行動する
意欲を向上させ
る。 
 
 
 
②生徒会行事の
運営を通して、
生徒の自立心を
育成する。 
 

①生徒の興味・
関心を引き出す
授業展開やＩＣ
Ｔを用いた授業
などを積極的に
展開する方法や
手法を検討し、
共有する。 
 
①合格率の低い
検定については
補講等の指導体
制 を 構 築 し 、
様々な機会を通
してインターン
シップへの参加
率を促す。 
 
②コロナ禍にお
ける学校行事の
在 り 方 に つ い
て、生徒たちに
考 え さ せ 、 企
画・準備を支援
する。 
 

①「生徒による
授 業 評価 」 か
ら、生徒が意欲
的に学習してい
ることが確認で
きたか。 
 
 
 
①検定合格率、
インターンシッ
プ参加率が昨年
度より向上した
か。 
 
 
 
 
②コロナによる
制限を受けた中
で、安全に生徒
会行事等が実施
でき、生徒たち
に成功体験を積
ませることがで
きたか。 
 

①生徒による後期
授業評価の集計結
果では 1年と 2年
生の一部で前期評
価より低下したが
80%以上の生徒か
ら肯定的な回答を
得た。 
 
①検定合格率につ
いては指導体制の
見直しにより合格
率の向上が図れ
た。インターンシ
ップについてはコ
ロナ禍により多く
の事業所で中止と
なり、実施数が少
なかった。 
②コロナ禍の中で
の学校行事の在り
方を、生徒会との
打合せを何度も重
ね、未実施の行事
（文化祭、体育祭
は実施）を最小限
に抑えることがで
きた。 

①生徒による授業
評価が低下した原
因を検証するとと
もに、今後も ICT
と既存技術を融合
させた授業展開を
進めていく。 
 
 
①改善が出来てい
いない検定につい
ても指導体制を構
築する。コロナ禍
でも安全にインタ
ーンシップが行え
る指導環境を企業
と検討する。 
 
 
 
②今後の学校行事
についても、コロ
ナ禍の中で安全に
行うということを
前提に、しっかり
計画させ実現させ
るよう支援する。 

・意欲的に学習できるか
否かは大きな問題。検証
し、課題を明らかにして
評価 100％を目指してく
ださい。 
 
・授業における ICT 活用
の難しさがあると思う。
動画、音声、文書の３つ
をどう組み合わせるか。
製作者の得意不得意によ
って使い方は変わってよ
いとは思う。 
 
・生徒自身が行事を企
画・参加することにより
成功体験を積むことは大
事であると思うので、
益々の支援を期待する。 

①生徒の授業評価から肯定的な
回答が多いが、一部の生徒はつ
まづいている部分があることが
確認できた。来年度からＩＣＴ
を始めとした新しい試みを考え
進める必要がある。 
 
②コロナ禍が落ち着かない中、
感染症対策をしっかりと行いな
がら、学校生活全般で生徒の主
体的な取組みを目指す。 

①来年度から始まる新１年生の
新カリキュラムの実施を効率よ
く進めるため、また、２、３年
生の学びの深化を図るため、一
層の授業改善を進めるようＩＣ
Ｔ活用の具体的な方法や研修
を、新設する「情報管理プロジ
ェクトチーム」と教務Ｇが連携
して実施する。 
 
②学校行事等だけでなく、日々
の生活の中から自主的な行動が
できるよう指導していく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責任感、協調
性、自主性の涵
養を図る。 
 
 
 

①基本的生活習
慣を身につけさ
せるとともに、 
教育相談体制を
強化し、情報共
有の充実に努め
ながら、問題行
動の未然防止と
迅速な問題解決
を図る。 
 
 
 
 
②生徒の主体的
な活動への支援
を通して、自立
心・責任感を育
成し、部活動等
の活性化を図
る。 
 
 
 

①困難を抱える
生徒に対し、個
別の指導が行え
るようＳＣやＳ
ＳＷと連携し、
教育相談やケー
ス 会 議 を 効 果
的、組織的に開
催する。 
 
①部活動いじめ
アンケートの実
施を検討する。 
 
②万全なコロナ
感染防止対策を
とりながら活動
できるよう指導
する。 
 

①教育相談やケ
ース会議等が、
ＳＣやＳＳＷと
連携して組織的
に 対 応で き た
か。解決・好転
したケースが見
られたか。 
 
 
① 部活動いじ

めアンケー
トを実施で
きたか。 

 
②活動が制限さ
れる中で、部活
動加入率は向上
したか。 

①生徒から相談し
やすい環境を作り
ながら、各機関と
連携して教育相談
とケース会議を効
果的、組織的に開
催できた。 
①緊急事態宣言を
受け、分散登校や
部活動の制限があ
ったため、生徒間
のトラブルも生じ
ていない状況があ
る。通常のいじめ
アンケートは２回
実施し、部活動い
じめアンケートは
３月に実施する。 
②県の指示に基づ
きコロナ感染症対
策をとりながら活
動するように、現
在継続中である。 

①教育相談やケー
ス会議等が、ＳＣ
やＳＳＷと連携し
て組織的に対応で
きている。各相談
が現在進行中のた
め、解決・好転す
るように努める。 
 
①次年度どのタイ
ミングでアンケー
トを実施するか検
討が必要である 
 
②活動制限がある
中、部活動加入率
の向上に努める。 

・コロナ禍で対応困難な
ケースもあるかと思う
が、引き続きの取組を期
待する。 
・相談しやすい環境作り
と会議の効率開催で、問
題解決はどの程度達成さ
れたか知りたい。 
・組織的な支援体制を構
築することが信頼関係を
生んでいると捉える。 
・SC・SSW と連携できて
いるのは良い。各機関と
の連携・ケース会議もか
なり気を遣う作業と推察
する。お疲れ様です。 

①基本的生活習慣については、
遅刻指導・服装頭髪指導とも例
年通り実施したが、指導件数に
変化は見られない。 
①教育相談については、２件の
ケース会議において、おおよそ
狙い通りの指導体制を組むこと
ができた。 
①年度末に部活動いじめアンケ
ートを実施したが、実施時期の
検討が必要である。 
①ＳＣやＳＳＷと連携した指導
により、指導案件となる前に対
応できるようになった。今後は
ＳＮＳ等における効果的な指導
方法等について検討を重ねた
い。  
②部活動においては、コロナ対
策をしっかりした中、自主的な
取組みと共に、活性化について
も検討したい。 
 

①遅刻指導、服装・頭髪指導は
今後も地道に年間通して行って
いく必要がある。 
①支援が必要な生徒はかなりい
ると思われる。対面だけでなく
オンラインでの相談を含め、検
討する。 
①１～３年生がそろって活動し
ている状況下で、部活動のいじ
めがないかアンケート調査を実
施する。 
①ＳＣおよびＳＳＷについて
は 次年度も拠点校として指定
されたので、心の問題等を中心
に有効活用を図りたい。  
②部活動の活性化については、
アルバイト等の問題を含んでい
るが、進路指導と絡めながら部
員数の増加を目指す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 
 
 
 
 

・コロナ感染予
防に十分に配慮
しつつ、生徒及
び教職員向け企
業説明会及び進
学説明会を随時
開催し、進路指
導の深化を図
る。 
・普段から、職
業人としての資
質形成指導を行
う。 

・ 放 課 後 ま た
は、週休日を利
用し、企業の会
社見学会や、大
学専門学校等の
入試説明会に積
極的に参加し、
進路指導におい
て、生徒に還元
する。 
・生徒の進路室
利用時や、普段
の授業等を利用
し、随時行う。 

生 徒 が自 ら 動
き、早い時期よ
り比較検討しな
がら、自分の適
性に見合った、
より深い進路選
択ができたか。 

進路室を訪問され
る企業の情報を随
時、３年生ホーム
ルームに掲示し、
また、具体的な求
人内容をアナウン
スするなどして 1
学期早々の時期よ
り進路実現に向け
た指導ができた。
大学進学者にミス
マッチを生んでい
るケースがある。 

夏休みにコロナ感
染者が急増した影
響を受けて、休み
中の面接指導が行
き届かず、少なか
らず採用に影響が
出た。 
 1 学期より徹底
的に、繰り返しの
指導が求められ
た。 
大学進学者のミス
マッチ解消の手立
てを講じる。 

・対面での進路指導が難
しい中で先生方は懸命に
努力されたと思うが、先
生方の努力と生徒自身の
意欲に乖離がなかった
か。 
・ミスマッチの要因を分
析する必要がある。 
・活動が制限され、生徒
の生き生きとした状態を
目の当たりにする機会が
減ったことも、ミスマッ
チの一つの原因か。手立
てを講じるとされている
ことに頭が下がる。 
 

・就職全般については、1 学期
早々から来校企業の情報を随
時、掲示、または授業等でアナ
ウンスし、それは希望者の選択
肢、視野の拡大、意識の高揚に
も繋がり、就活を支えた。 
・求人入力について、入力に要
する時間が、生徒の閲覧時間の
短縮につながってしまい、入力
の簡素化が課題である。 
・進学については、大学進学者
の中途退学の増加が課題であ
り、進学者と大学の実力の相違
が起因しており、ミスマッチを
招かぬよう新たな対策が望まれ
る。 

・就職の求人入力については、
これまで求人票の一部を入力
し、その一覧をクラス掲示して
いたが、入力に膨大な時間を要
し、対人指導ができないでい
た。この点を見直し、改善の手
法として、求人入力を代行する
業者と連携することで、来年度
からは、求人票開示が随時行わ
れ、これまでより、緻密な、よ
り吟味された進路選択ができる
ように変えていく。大学進学者
の選択ミスマッチに関しては、
本人の実力把握及び実力養成の
ため、外部機関の力を借り、模
擬試験、論文添削指導を取り入
れていく。 

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 
 
 
 

①「地域ととも
に育つ向工」を
実現するため、
本校のホームペ
ージ、説明会な
どで教育活動を
発信する。 
 
 
 
②「地域で活躍
する向工生」を
育むために、地
域や企業との連
携事業を推進す
る。 

①コロナ感染対
策を行いながら
の活動となるた
め、ホームペー
ジを充実させ学
校活動や魅力を
積極的に中学校
や地域への広報
活動を行う。 
 
②学校活動が制
限される中、自
動ハンドベル演
奏など企業との
連携事業に参加
し、自ら考える
力やコミュニケ
ーション能力、
ものづくり教育
を図る。 
 

①ホームページ
を利用して学校
の行事や活動の
紹介を通して学
校の魅力を積極
的に発信するこ
とができたか。
結果として学校
説明会参加者が
増えたか。 
 
②地域の活動に
生徒が積極的に
参加協力し、自
ら考える力やコ
ミュニケーショ
ン能力、ものづ
くり教育を育む
こ と がで き た
か。 

①７月に実施した
学校説明会では、
感染対策として校
内でリモート説明
会を生徒主体で行
った。生徒が説明
を行うことで、中
学生に本校生徒の
活動を伝えること
ができた。 
また、ＨＰに動画
を掲載しＰＲを行
った。 
②コロナ感染対策
のため、地域連携
事業が中止となる
中、自動ハンドベ
ル演奏を２駅で行
い、生徒が主体的
に参加し学校アピ
ールに貢献した。 

①今後もコロナ感
染対策をとりなが
らの広報活動にな
るが、本校の活動
を中学生に伝えら
れるようＨＰへの
動画掲載の充実を
図る。 
 
 
 
 
 
②企業との連携事
業について、コロ
ナ感染対策を踏ま
えながら生徒が積
極的に活動に参加
できるよう努め
る。 

・コロナ禍でも可能な限
りのことは実現できたも
のと思う。 
・コロナ感染の長期化
は、課題解決に向けた諸
活動に影響すると思う。
感染対策に留意して取り
組んでください。 
・コロナ禍にあって協働
できることを探し続ける
姿勢に感銘を受ける。 

①コロナ禍で、説明会が中止や
実施方法の制限がある中、リモ
ート説明会を生徒主体で行うこ
とができ、生徒が説明を行うこ
とで、中学生に本校生徒の活動
を伝えることができた。 
 
②地域連携事業についてもコロ
ナ禍により中止となる事業が多
かったが、自動ハンドベル演奏
を２駅で行うことで、生徒が主
体的に参加し学校アピールに貢
献した。 

①コロナ感染対策をとりながら
の広報活動になるため、ホーム
ページや動画を活用した学校紹
介の発信や、リモート説明会な
どの検討も行っていきたい。 
 
②コロナ感染対策を踏まえなが
ら行う企業との連携事業になる
が、生徒が自主的・積極的に参
加し、自ら考える力やコミュニ
ケーション能力の向上に努め
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機
器の整備と防災
教育を推し進
め、安全安心な
教育環境を構築
する。 
 
・全ての職員の
資質向上を図る
とともに、風通
しの良い職場づ
くりをめざし、
教職員の事故不
祥事を未然に防
止する。 
 

①風水害を想定
した防災マニュ
アルの策定と周
知を行う。 
 
 
②事故防止研修
を行い、事故不
祥事の未然防止
に努める。 

①近接高校の情
報等も取りなが
ら、実用的なマ
ニュアルを作成
し、生徒・保護
者に周知する。 
 
②私費会計担当
者間の連絡を密
にし、業務がス
ムーズに行える
ようにする。 

①マニュアルに
のっとった職員
研修・防災訓練
が 実 施で き た
か。 
 
②県の私費会計
規準にのっとっ
た業務処理が行
え、事故や不祥
事は起きなかっ
たか。 

①川崎市の指示・
協力のもと河川増
水時の生徒避難マ
ニュアルを完成さ
せた。 
①避難訓練時に、
生徒たちに水害に
関する動画を見せ
ることで注意喚起
ができた。 
② Teams を使用
し、会計への連絡
はきちんと行うこ
とができている。 

①水害時の近隣住
民の避難につい
て、川崎市と協定
を結びマニュアル
を策定したが、実
際の避難対応時に
不安が残ってい
る。 
②今後も事故が起
きないように努め
る。 

・地震のほか、多摩川沿
岸に立地している都合
上、水害といつ対峙する
かわからない。避難訓練
等は継続的に実施される
ことを期待する。 
・台風水害を経験してい
る近隣住民にとって、避
難マニュアル策定は非常
にありがたい。 

①川崎市の指示・協力のもと、
河川増水時の生徒避難マニュア
ルを完成させた。 
①避難訓練時に、水害や東日本
大震災に関する動画を見せるこ
とで、注意喚起をすることがで
きた。 
②事故は起きなかった。 

①来年度も水害に関する避難訓
練を実施する。 
②事故を起こさないよう、注意
していく。 

 

 

 


